
話にならん空っぽ総理 
  
菅首相は本当に「空っぽ総理」と決めつけてもいい。 
ＴＰＰをＩＰＰに読み間違いと言うが、ＴがＩに見えて原稿通り読んだだけのことだろう。 
自分の頭で考えた原稿・答弁じゃないから違いに気が付かないだけだ。 
  
答弁漏れで陳謝、追加答弁が３回。 
ＴＰＰを「ＩＰＰ」、法人税率引き下げを「引き上げ」と言い間違え。 
首相施政方針演説で「ＴＰＰに関する自民党意向を述べた」が、同党の抗議で議事録

から削除。 
自民党が本会議中に再答弁を求めたにもかかわらず、民主党が「場内協議」をしない

まま散会。 
前原外相も自身の参院本会議での外交演説を、「早口で原稿読むだけ」と批判され

「丁寧さを欠いた」と謝罪。 
  
挙句に、米Ｓ＆Ｐが日本国債を引き下げたことについての記者質問に一瞬絶句、「今

初めて聞いた。そういうことに疎いので改めてコメントする」と疎いことを自身が露呈、

あわてて照れ臭そうにニヤついたりこわばったりする始末。 
  
お供（寺田補佐官・秘書官）を連れての毎夜の超高級晩餐通い、余裕なのか学習な

のか。 
それにしても疲れるだけと思うが。思考も鈍るし原稿もぼやけて見えるはずだ。 
  
まだ始まったばかりでこのありさま、たぶん会期満了まで持つまい。 
 


